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［目的］FLAIR 画像は脳梗塞の病期診断に有用であるが，撮像時間が長く体動による

影響を受けやすい．急性期において迅速な診断および治療を行うためには短時間での

FLAIR 画像の取得が重要である．本研究では FLAIR 画像の撮像時間に関わるパラメー

タと画質の関係を調査し，急性期脳卒中用 FLAIR 画像の撮像時間短縮の可否について

検討した． 

［方法］MRI 装置は GE 社製 Signa Artist 1.5T を使用した．測定用試料として脳脊

髄液，白質，灰白質を模擬したデキストリン水溶液を作成した．TR(ms)の設定値を

5000 から 9000 まで 500 ずつ，ETL の設定値を 18, 22, 26, 30，に変更し，FLAIR 撮

像を行った．なお，TI(ms)の設定値は TR 変更時に装置が自動で設定する値とした．

取得した FLAIR 画像の各試料に対し，信号強度および標準偏差を測定し，脳脊髄液の

SNR および白質と灰白質間のコントラストを算出した．現在の脳卒中用 FLAIR 撮像で

設定している TR9000，ETL18 を基準とし，変更した設定値間で SNR とコントラストに

差があるか，統計学的に画質評価した． 

［結果］脳脊髄液の SNR は TR が小さい場合に，ETL が大きい場合に低い値を示し，

TR9000 と TR6000 以下の群で，ETL18 と ETL22 以外の全ての群で有意差を認めた

(p<0.05)．白質と灰白質間のコントラストは TR が小さい場合に，ETL が大きい場合に

低い値を示し，TR9000 と TR6000 以下の群で，ETL18 と ETL22 以外の全ての群で有意

差を認めた(p<0.05)．TR9000，ETL18 および TR6500，ETL22 を設定した際の FLAIR の

撮像時間はそれぞれ 1 分 57 秒，56 秒であった． 

［結語］1.5T MRI 装置での FLAIR 撮像において，TR は 6500 まで小さく，ETL は 22 ま

で大きな値を設定することで，画質の低下を最小限にし，撮像時間の短縮が可能であ

った． 


